
観音寺市がどんなまちになったらええんかな～？
「地域のみんなで大事にしたいこと」

地域づくり加速化事業報告会 2023



観音寺市の紹介
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「あきらめんでえんで望むくらしを最後まで」
～ つながる・支える・地域とともに ～

こんな地域だったらいいな！
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令和２年度

自立支援が進まない
なぁ・・・

通所型サービスCの
対象者が出て
こない・・

介護予防事業の
見直し必要・・・

住民や事業所と自立支援の
共有が難しい・・・

事業費の上限超えの
解決・・・

ケアマネの元気がない
自立支援に関心薄い？

評価・検証が弱い
なあ

人事異動で職員が入
れ替わり共有が・・
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観音寺市に足りない取組は何？

元気高齢者 虚弱高齢者 介護認定者

教室

通いの場

ボラン
ティア

介護
サービス

元気を取り戻す
取り組みが
できてない！
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通所型サービスC開始に向けた取り組み

事業を知られていない

提供事業所増やしたい

地域全体で協働したい

検討会開始

もっと元気な高齢者を

増やしたい

令和３年度 令和４年度

高齢者の変化した
姿を見て感激！

課題
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地域づくり加速化事業に参加

事業を知られ
ていない

通所型サービスCは
手段
どんな地域になったら
いいの？

提供事業者
増やしたい

卒業後

地域につなげ
たい

通所型サービスC事業の悩み
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地域のみんなの声

あきらめなくてもいい
生活ができないかな

あったかいつながりが
あったらいいな

地域に繋がり続ける生活が
したいなあ～

☺高齢者の可能性をあきらめなくていい
☺ いつまでも元気でいることが希望
☺元気で地域で暮らすことは普通の幸せ
☺最後までその人らしく暮らせる地域だといいな

包括業務から思ったこと

第2層協議体活動から

お元気アップ教室から

人とつながり役割のある生活
自分らしく暮らせる
つながり支え合う暮らし

アンケートから
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どんなまちになったらええんかな？
みんなで考えんな

観音寺

地域づくりフォーラム 2023

「あきらめんでえんで 望むくらしを最後まで」

～つながる・支える・地域とともに～
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観音寺市地域づくりフォーラム２０２３
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地域づくりフォーラム２０２３

地域包括支援センター
代表

専門職・地域がつながる
ことで、本人のあきらめて
いたことを
叶えられるよう、支援してい
ます。

介護事業者代表
本人のやりたいことを
あきらめなくていいように
取り組んでいます。

介護支援専門員代表
望むくらしをあきらめなくていい
ように、本人の思いを大事に
支援したいと思っています。

地域代表
地域の中で人と人が
つながることが大事。
つながれる地域になることを目
指しています。

シンポジウムから
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会場からのメッセージ
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これから

➢ コンセプトを伝え続けたい

➢ コンセプトを作った理由も伝えたい

➢ 市民・関係者と対話を続けたい

➢ 関係者が繋がれるようにしたい

➢リハビリ職とつながる・一緒に考える
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「あきらめんでえんで望むくらしを最後まで」
～ つながる・支える・地域とともに ～

こんな地域だったらいいな！
地域のみんなで大事にしたいこと（コンセプト）
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観音寺市のサポートチームの皆様に感謝いたします
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香川県の概要

●人口：942,035人 うち65歳以上人口：297,434人 ※R3.10.1

●高齢化率：32.3％ ※R3.10.1

●要介護等認定率（第１号被保険者）：19.7％ ※R4.3月末

●高齢化率、要介護等認定率
（第１号被保険者）ともに
全国平均より高い。

●県の面積は全国最小 ※R2.10.1
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香川県の支援体制

西讃保健福祉事務所

中讃保健福祉事務所

小豆総合事務所

東讃保健福祉事務所

本庁

●管内の市町数

→１７市町
四国厚生支局

●支援体制

→出先機関はあるが、地域包括ケア
の担当はいない。

担当 主な業務

長寿社会対策課
保険者支援グループ

介護保険制度、介護
給付適正化、計画
など

長寿社会対策課
地域包括ケア推進グ
ループ

介護予防、認知症
医介連携、生活支援
体制整備 など
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・あるべき姿の共有、課題の共有

・事業の方向性、課題の優先順位

観音寺市における取組経過

【１回目支援】

・地域づくりフォーラム
「あきらめんでえんで

望むくらしを最後まで」

【３回目支援】

・市のコンセプト（案）
・目指す地域の姿アンケート結果
・フォーラム（案）

【２回目支援】
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伴走支援事業を受けて
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●対話の重要性
→言葉にして気づくこと、相手の意見を聴くこと
→意見交換から始まる化学反応

●対面でのコミュニケーション
→その場の雰囲気や熱量がオンラインとは段違い
→オンラインとの適切な使い分け

●市町ごとの状況や課題に適した対応
→今回の内容や結果が他の市町にそのまま当てはま
るものではない

●何のための、誰のための取組か
→目指すべきゴールは何か、常に振り返ること
→地域住民との対話、専門職との対話
→規範的統合の重要性
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